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国 立 大 学 法 人 奈 良 先 端 科 学 技 術 大 学 院 大 学 
経営協議会（平成２８年度第４回）議事要旨

１．日 時   平成２９年３月２３日（木）１４：２５～１６：１０ 

２．場 所   ホテルグランヴィア京都 古今の間 

３．出席者   小笠原議長 

片岡、横矢、中島、太田、常盤の各学内委員 

小山、田中、土井、野間口、 口、宮嶌、宮原、矢嶋の各学外委員 

欠席者     ヴィーツォレック学外委員 

出席監事    西村、野口の各監事 

陪席者     石川、奥田の各部長 

西山、林田、井上、尾形、佐橋、樋口、木田の各課長 

４．配付資料 

資料１    国立大学法人奈良先端科学技術大学院大学経営協議会（平成２８年度第３

回）議事要旨（案） 

資料２    平成２９年度年度計画（案）について 

資料３－１ 学内規則の改廃について【経営協議会】 

資料３－２ 国立大学法人奈良先端科学技術大学院大学役員退職手当規程の一部改正に

ついて 

資料３－３ 国立大学法人奈良先端科学技術大学院大学基本規則等の改正について 

資料４ 平成２９年度国立大学法人奈良先端科学技術大学院大学予算編成方針につ

いて（案） 

資料５ 生駒キャンパスマスタープラン２０１６（案） 

資料６    本学の主な動き（平成２９年１月～平成２９年３月） 

資料７    平成２９年度国立大学法人奈良先端科学技術大学院大学運営体制 

資料８    学園前職員宿舎跡地の譲渡（売却）について 

資料９ 平成２８年度外部資金の受入れについて 

資料１０－１  第２期中期目標期間に係る業務の実績に関する評価（第２期評価原案と第

１期との比較） 

資料１０－２  第２期中期目標期間の教育研究評価結果に関する評価報告書(案)について 

資料１１ 故奥野誠亮様ご家族からの寄附について 

資料１２ 先端科学技術研究科（仮称）の設置について 

参考資料    奈良先端大の概要と特色 

５．議 事 

（前回議事要旨の確認） 

資料１の前回（平成２８年度第３回）の議事要旨（案）について、原案どおり承認した。 

（審議事項） 

（１）平成２９年度年度計画について 

横矢委員から、資料２に基づき、平成２９年度年度計画（案）について説明があり、審

議の結果、今後修正等がある場合は、学長に一任することとした上で、原案どおり承認し
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た。 

（２）学内規則の改廃について 

中島委員から、資料３－１～３に基づき、次の学内規則の改廃について説明があ

り、審議の結果、原案どおり承認した。 

・国立大学法人奈良先端科学技術大学院大学役員退職手当規程の一部改正について 

・国立大学法人奈良先端科学技術大学院大学基本規則等の改正について 

（３）平成２９年度予算編成方針について 

中島委員から、資料４に基づき、平成２９年度予算編成方針について説明があり、審議

の結果、原案どおり承認した。 

（４）生駒キャンパスマスタープラン 2016の策定について 

中島委員から、資料５に基づき、生駒キャンパスマスタープラン 2016 を策定すること

について説明があり、審議の結果、原案どおり承認した。 

（報告事項） 

（１）本学の主な動きについて（平成２９年１月～平成２９年３月） 

議長から、資料６に基づき、平成２９年１月から平成２９年３月までの本学の活動状況

等について、報告があった。 

（２）平成２９年度運営体制等について 

議長から、資料７に基づき、平成２９年度運営体制等について、報告があった。 

（３）学園前職員宿舎跡地の譲渡（売却）について 

中島委員から、資料８に基づき、学園前職員宿舎跡地の譲渡（売却）について、報告が

あった。 

（４）平成２８年度外部資金の受入れについて 

横矢委員から、資料９に基づき、平成２８年度外部資金の受入れについて、報告があっ

た。 

（その他） 

（１）第２期中期目標期間の教育研究評価に関する評価報告書（案）について 

議長から、資料１０－１～２に基づき、第２期中期目標期間の教育研究評価に関する評

価報告書（案）について、報告があった。 

（２）故奥野誠亮様ご家族からの寄附について 

議長から、資料１１に基づき、故奥野誠亮様ご家族からの寄附をもとに記念文庫を設置

することについて、報告があった。 

（３）先端科学技術研究科（仮称）の設置について 

議長から、資料１２に基づき、平成３０年４月に設置予定の先端科学技術研究科（仮
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称）について、報告があった。 

（主な意見等は、次のとおり） 

・現状の履修モデルでは、就職先に多様性がないように見えるため、設置計画の概要等

を大学設置・学校法人審議会に提出する際には、記載を工夫したほうが良いのではな

いか。 

・優れた特許というのは、競争力があるので、成果を発信する予算を十分に確保するた

めには、国も絡めて支援を引き出すような提案が必要ではないか。 

以 上 




